
F
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-r
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.

B
w
m
U
@
ゆ

四

葉

川
白
川
一
?
』

町

平
川
刷
メ
町
内
刷

、

口
-
川
州
国
印
刷

、

E
0
4
3戸

2
2
4
)
7
0
0
1

札
1

災
沼

糊

副

市

火

救

(21日明
22日午後

fi'043-2: 

催
し
ゃ
公
演
な
ど
の
情
報
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

一知
識
を
持
っ
て
か
ら
、
自
分
で
一
が
初
め
て
。
質
疑
応
答
、
フ

一
考
え
て
判
断
す
べ
き
」
が
持
論
一
リ
l
ト
i
ク
の
時
間
も
た
つ
ぷ

一
で
、
事
故
に
関
係
な
く
原
発
が
一
り
取
っ
て
あ
り
、
多
く
の
参
加

一
放
射
能
を
拡
散
さ
せ
て
い
る
事
一を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
定
員
初

一

お
日
放
送
、

1
4
8
9回
の

一
実
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
話
一
人
、
参
加
費
1
5
0
0円
(
小
一入
賞
者
は
次
の
通
り
。

一し
て
い
る
。

一

学
生
以
下
無
料
)

0

・申
し
込
み
一

O
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
H
加
藤
五

一

現
在
は
全
国
各
地
で
引
っ
張
一問
い
合
わ
せ
は
山
本
久
美
子
さ
一郎
「
南
部
蝉
し
ぐ
れ
」
千
葉
市

一り
だ
こ
。
「
若
い
お
母
さ
ん
た
一ん
8
0
9
0
(
9
3
6
0
)
5
F

為
汁
イ
開
i
j
泣

い

品

一ち
が
情
報
に
飢
え
て
い
る
の
を
一1
0
9
。

一

号

、

vj
M
E韓
国

一実
感
す
る
」と
手
応
え
を
話
す
。一

Ili
-
-
I
l
l
i
-
-
-
J
一
二
ケ
ヘ

h
開
園
・
圏
幽
圏
一

一

-

-

-

J

i

h

‘.. 
aヲ'
・・・・

R

祖圃・・・・・・・・司
‘4

・竜門
laa-----

一
一
方
で

「内
部
被
ば
く
を
生
き
一
市

社

会

福

祉

協

ヘ

豆

諸

姐

嵐

脂

一抜
く
」
の
第
2
弾
を
撮
影
中
で
、

一

一

時
欝

j
、

閤
際
馳
圃
・
・
・

一今
月
は
じ
め
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・

一
車

い

す

を

寄

贈

橋

脚

防

組
温

.

錨
謹

一チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
か
ら
帰
国
し
一

ヤ
ナ
セ
労
働
組
合

弓

a
，uvuau

一た
ば
か
り
。
「
第
1
弾
は
入
門
一
輸
入
自
動
車
販
売
会
社
、
ヤ
一

I
l
i
l
i
-
-
I
l
-
-ー

ー

を
取
一
べ
峯
浮
き
彫
り
に
す
る
。

一

編
。
今
度
は
応
用
編
に
な
る
」一
ナ
セ
の
労
働
組
合

(東
京
都
港
一
茂
樹
会
長
)
に
寄
贈
し
た
。

一
「
と
に
か
く
正
確
な
情
報
を
一と
い
う
。

一

区
、
山
下
雅
弘
中
央
執
行
委
員
一
同
組
合
は
、
組
合
員
約
3
3

喧抜
く
」一
多
く
の
人
に
提
供
し
た
い
」
と
一

同
作
品
の
上
映
は
県
内
各
一長
)
は
凶
日
、
社
会
貢
献
活
動
一

0
0人
と
そ
の
家
族
、
顧
客
ら

石
原
発
一
話
す
鎌
伸
さ
ん
。
「
原
発
の
賛
一地
で
も
行
わ
れ
て
き
た
が
、

一の
一
環
と
し
て
、
車
い
す

一
台
一の
協
力
で
リ
ン
グ
プ
ル
約
5
4

最
前
線
一否
も
、
し
っ
か
り
し
た
情
報
、

監
督
が
講
演
す
る
の
は
今
回
一を
市
社
会
福
祉
協
議
会
(
高
梨
一

0
裂
を
1
年
か
け
て
集
め
、
車

右

医

療

一

.

い

す

1
台
と
交
換
し
た
。

4
人

の

一

中

央

区

の

市

社

会

福

祉

協

議

ー
を
中
一

aB
葉
町対vm

の
ト
ー
ク
も

な
ど
共
催
の
映
画
「
内
部
被
ぱ
く
を

中
央
区
の
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

加
し
、
講
演
と
対
話
会
も
開
催
。
放

す
な
ど
を
話
す
。f

'

!

ム

一目
、
千
葉
登
戸
郵
便
局
の
渡
辺

風

太

な

ど

フ

レ

ー

ム

切

手

に

・

統
道
震
が
市
役
所
を
訪
問
。

)

-

J

1

三

一熊
谷
俊
人
市
長
に
完
成
品
を
贈

市

動

物

公

園

の

人

気

者

紹

介

一呈
し
た
。

一

レ
l
ム
切
手
は
市
内
、
市

日
本
郵
便
関
東
支
社
は
辺一
ウ
な
ど
、
か
わ
い
ら
し
い
同
一原
市
内
の
簡
易
郵
便
局
を
除
く

目
、
市
内
と
市
原
市
内
の
郵
便
一公
園
の
動
物
た
ち
を
紹
介
し
て
i
3
4
局
で
辺
日
か
ら
販
売
し

局
で
、
レ
ッ
サ
i
パ
ン
ダ
の
風
一
て
い
る
。
レ
ッ
サ
l
パ
ン
ダ
一て
い
る
他
、
き
ょ
う
お
日
か
ら

太
く
ん
な
ど
市
動
物
公
園
(
若
一で
は
、
風
太
と
メ
イ
メ
イ
の
一同
公
圏
内
の
売
庄
で
も
堅
守

葉
区
)
の
人
気
動
物
を
紹
介
す
一切
手
が
あ
る
他
、
メ
イ
メ
イ
一る
。
通
信
嬰
苅
は
し
な
い
。
販一

る
フ
レ
ー
ム
切
手

「
M
E
E
T
一が
7
月
に
生
ん
だ
双
子
の
オ
一売
部
数
は
1
7
0
0
シ
ー
ト
の
一
叫
引
相
州
委
員
長
(左
か
ら
3
人

S
A
N
I
M
A
L
S
-
-
(ミ
一ス
と
メ
ス
の
子
ど
も
の
写
真
一予
定
。
1
部
1
2
0
0円
間

一
目
)
か
ら
車
い
す
と
目
録
を
受
け

l
ツ
・
ア
ニ
マ
ル
ズ
!
)」

の
一も
、
フ
レ
ー
ム
内
に
掲
載
し
て
一い
合
わ
せ
ば
同
支
社
営
業
本
部
一
取
る
高
梨
会
長
(右
)

販
売
を
開
始
し
た
。

一

い
る
。

一

物
販
担
当
2
0
4
8
(6
0
0
)
一
5
1
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

フ
レ
ー
ム
切
手
は
初
円
切
一
切
手
の
発
売
を
記
念
し
て
同
一1
0
4
3
0

一会
内
で
寄
贈
式
が
開
か
れ
、
山

手
日
枚
の
セ

ッ
ト
で
、

ハ
シ

彊

起

臥

/
t/
〆

一

下
執
行
委
員
長
か
ら
高
梨
会
長

ウ

や

ワ

オ

キ

ツ

ネ

ザ

司

会

前

通

認

ゐ

園

、

二

に
、
車
い
す
が
贈
ら
れ
た
。

ル

、

キ

リ

ン

、

ゴ

リ

ラ

、

ゾ

一

m拘

p
t匝
嗣
」
久
通
闘
い
け

.
一
高
梨
会
長
は

「組
合
の
皆
さ

一都一

司
ιc
a〆

リ

一

ん
一
人
一
人
員
重
な
善
意
と

屋
市
以
魁

γ
仇

一

思
い
が
つ
ま
っ
た
車
い
す
を
、

引
り
i
c
Eの

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
大

戸

弘
F

Z

，u

一切
に
活
用
し
て
い
き
た
い
」
と

曹

C
咽
一

F
R
……二
話
し
た
。

今

沼

/

。

司

札

会

一

同
組
合
は
こ
れ
ま
で
に
札
幌

ト

露

間

当

主一
市
と
さ
い
た
ま
市
の
社
会
霊

L
川

J
-
R
固

い
刊誌
=
協
議
会
な
ど
に
車
い
す
を
寄
贈

し
て
お
り
、
今
回
が
4
台
目
。

神
尾
真
由
子
さ
ん
は
、
プ

レ
ミ
ア
ム
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
・

シ
リ
ー
ズ
の
第
1
回
目
の
出

演
者
で
、
千
葉
県
で
の
演
奏

刊て
、
会
は
4
年
ぶ
り
に
実
現
し
ま

官勝
の
す
。今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

七ア
ノ
ラ
ヴ
ェ
ル
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

で
フ
フ
・
ソ
ナ
タ
・
ト
長
調
を
は
じ

℃ん
、
め
、
レ
ス
ピ
l
ギ
、
フ
ラ
ン

町
る
デ
ク
と
い
っ
た
美
し
い
〆
ロ
デ

口
い
ま
ィ
に
満
ち
た
聴
き
ご
た
え
の

市
動
物
公
園
の
人
気
動
物
た
ち
を
車召
ブ干
す
る
フ
レ

.b. 
切
手

ー圃圃

咽，
司.

林
真
理
子

作

山
口
は
る
み

将
嘩
な

)!
っ
い

渋
沢
は
朴
翻
な
田
舎
の
百
姓
の
つ
く
り
を
し
て
い
る
が
、

細
い
目
は
大
層
鋭
K
、
強
い
光
を
放
っ
て
心
た
。
鈍
重
な
感

じ
の
す
る
関
東
の
靴
り
が
な
け
れ
ば
、
お
芳
は
近
づ
く
こ
と

も
出
来
な
か
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
二
十
五
歳
の
こ
の
男
は
、

ま
た
た
く
聞
に
慶
喜
の
信
事
乞
勝
ち
得
て
い
く
の
だ
。
今
日唱

吋
慢
心山
と
い
う
も
の
を
持
っ
た
こ
と
が
な
い
慶
喜
は
、
平
岡

円
四
郎
を
何
か
と
頼
り
に
し
て
い
た
。
平
岡
は
幕
府
か
ら
出

向
し
て
い
る
役
人
で
あ
る
が
、
ウ
マ
が
合
っ
た
と
で
も
い
う

の
だ
ろ
う
か
、
慶
喜
は
こ
と
の
外
気
に
入
っ
て
い
た
。
が、

今
は
江
戸
に
い
る
平
岡
の
替
わ
り
に
で
も
し
よ
う
と
思
っ
て

い
る
の
か
、
の
乙
の
こ
也
還

付
や
っ
て
き
た
撲
を
重
用

し
て
い
く
。
や
が
て
は
勘
定
組
頭
に
任
命
し
、
財
政
改
革
を

言
い
ロ
け
る
の
で
あ
る
。

一
一橋
家
と
い
う
名
門
な
の
だ
か
ら
、
さ
ぞ
か
し
実
入
り

が
い
い
暮
ら
し
だ
ろ
う
と
そ
れ
ま
で
お
芳
は
思
っ
て
い
た
。

し
か
し
家
の
中
は
実
に
質
素
で
、
夕
食
も
一
汁

一
菜
と
い
わ

な
い
ま
で
も
いご
煮
た
漁
一な
ぼ
が
二
皿
つ
く
ぐ
ら
い
だ
。
こ
れ

な
ら
ば
口
の
者
っ
た
辰
五
郎
一
家
の
方
が
、
よ
ほ
ど
よ
い
も

の
を
食
べ
て
い
る
。
ま
た
一
橋
家
に
入
る
に
あ
た
っ
て
は
、

老
女
か
ら
年
間
の
着
物
何
枚
、
下
着
凋
披

ι叩
細
か
い
規
則
を

決
め
ら
れ
て
い
た
。
一
橋
家
は
正
妻
の
美
賀
君
と
い
え
ど
も
、

決
し
て
賀
沢
は
し
な
い
と
い
う
の
だ
。

「な
ん
だ
い
、
こ
れ
な
ら
、
金
持
ち
の
商
人
の
お
売
に
な
っ

た
方
が
ず
っ
と
よ
か
っ
た
」

と
お
芳
は
ひ
と
り
ご
ち
た
が
、
も
ち
ろ
ん
こ
ん
な
こ
と
は

誰
に
も
言
え
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
京
に
移

っ
て
か
ら
、
奥
向
き
の
こ
と
が
わ
か
る
に
つ
れ
、
確
か
に
こ

の
家
は
お
手
元
が
苦
し
い
だ
ろ
う
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
。
将
軍
家
の
お
身
内
と
し
て
、

一
橋
家
は
十
万
石
の
賦
料

を
い
た
だ
い
て
い
た
湖
、
に
ゆ
米
防
湘
場
山川
署
し
父
凌
動
サ

る
の
ぼ
一
越
後
、
武
蔵
、
下
総
、
下
野
、
甲
斐
、
和
泉
、
摂

く画

|応援しよう 織索治
7club.jp/o 

W

業

。

躍

を

引

州

事

す

晋

ジ

吋

?

ら

揖

味

こ

一
が

ゆゆ
ト峨
見
出




